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1957年山形県天童市生まれ。東北大学理

学部卒，大学院理学研究科博士課程後期

中退。山形県立米沢商業高等学校，鶴岡

工業高等専門学校，東北大学教養部，理

学部などを経て，2007年山形大学地域教

育文化学部着任。2009年度から大学院教                       

育実践研究科。専門は地理学，防災教育。 

 

 

退任のご挨拶 

 

 

 2007 年 6 月に山形大学に着任しました。その数年前から防災教育に関わっており，

まさに望んでいたところへの異動がかないました。ただし，学校現場はとても忙しく，

実践はなかなかできませんでした。出口先生のご紹介で，山形四中で授業をさせていた

だき，そこから家庭科の先生方とつながりができました。（その後，石垣先生との共同

研究につながっています。）本格的に防災教育，学校防災に関わることができるように

なったのは，2011年東日本大震災の後でした。鶴岡市および酒田市教育委員会，宮城県

石巻市教育委員会をはじめ，たくさんの先生方とともに，学校防災向上に取り組んでい

ます。 

 2009年度に教職大学院が開設され，「学校安全と防災教育」を必修科目として設定し

ていただきました。学部でも，2015年度から，八木先生，川邉先生，斎藤先生，山形地

方気象台のみなさんと「教員になるための学校防災（の基礎）」を開講し，2017年度か

らは児童教育コースの必修科目となっています。さらに，2019 年度からは文化創生コ

ースで「地域防災論」が必修科目として開講されています。思う存分やらせていただき

ました。 

 学部と研究科のみなさん，とくに八木先生と地理研の学生，院生諸君，地理研準構成

員の諸君を初め，多くの方々のおかげで，じつに楽しい大学教員生活でした。ほんとう

にありがとうございました。 

 


